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会 長 安 田 浩

次 期 会 長 吉 田 進

副 会 長 中 嶋 信 生

北 山 研 一

喜連川 優

間 瀬 憲 一

総 務 理 事 江 村 克 己

西 原 明 法

会 計 理 事 太 田 直 久

小 林 岳 彦

編 集 理 事 今 井 浩

斎 藤 洋

企 画 理 事 澤 田 寛

本 島 邦 明

調 査 理 事 荒 川 薫

佐々木 繁

編 集 長 酒 井 善 則

企 画 室 長 持 田 侑 宏

規格調査会委員長 三 木 哲 也

監 事 村 上 篤 道

木戸出 正 継

基 礎 ・ 境 界

ソサイエティ会長 貴 家 仁 志

次期ソサイエティ会長 山 本 博 資

通 信

ソサイエティ会長 萩 本 和 男

次期ソサイエティ会長 田 中 良 明

エレクトロニクス

ソサイエティ会長 小 山 二三夫

次期ソサイエティ会長 荒 木 純 道

情報・システム

ソサイエティ会長 石 田 亨

次期ソサイエティ会長 萩 田 紀 博

北海道支部長 前 田 純 治

東 北 支 部 長 作 山 裕 樹

東 京 支 部 長 森 川 博 之

信 越 支 部 長 佐々木 修 己

東 海 支 部 長 藤 原 修

北 陸 支 部 長 堀 俊 和

関 西 支 部 長 高 橋 達 郎

中 国 支 部 長 羽 野 光 夫

四 国 支 部 長 中 野 好 典

九 州 支 部 長 山 本 浩 之
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複写される方へ 会告参照 IEICE Global Plaza 会告前 会告 後付

論文誌目次 会告後 広告目次 巻頭言前

巻頭言

目次前 見えた課題，明日に向かって 副会長 北山研一

口絵

¨Ó° 名誉員推薦

¨°¦ 功績賞贈呈

¨°¼ 業績賞贈呈

¨»Ó 喜安善市賞贈呈

¨»° 論文賞贈呈

¨¨§ 学術奨励賞贈呈

¨¨ß シニア会員称号贈呈

講演 会長就任あいさつ

¨¨± 会長就任にあたって──メディア社会の未来へ貢献── 安田 浩

¨¼¨ 電子情報通信学会「倫理綱領」の改定及び「行動指針」の

新規策定について 企画室 技術者倫理検討WG
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会誌編集委員会

編 集 長 酒井善則

編 集 理 事 今井 浩・斎藤 洋

編集特別幹事 石井孝明・源田浩一

吉川信行・苗村昌秀

WG・A

主 査 石井孝明

副 主 査 櫻田英樹・高橋篤司

委 員 一色 剛・今井順一

久保田 彰・小室信喜

須賀祐治・土屋隆生

中口俊哉・早川昭二

比留間伸行・前田義信

宮永喜一・山中克久

湯川正裕

WG・B

主 査 源田浩一

副 主 査 吉野 仁・山岡克式

委 員 飯草恭一・大垣健一

大木英司・岡田 実

小黒啓一・草間一宏

白倉政志・蘇 洲

高橋国康・辻 弘美

成田篤信・深沢 徹

藤崎清孝・不破 泰

三浦俊二・山口真吾

横井弘文

WG・C

主 査 吉川信行

副 主 査 松永高治・原市 聡

委 員 五十嵐浩司・大寺康夫

小野和雄・黒崎武志

佐久間 健・関根優年

筒井一生・沼田英俊

廣本宣久・堀口健一

丸山道隆・水野幸民

八木英樹

WG・D

主 査 苗村昌秀

副 主 査 植野 研・堀田一弘

委 員 池 司・伊藤靖朗

城戸英彰・菅沼優子

仙田裕三・永岡 隆

中藤良久・成田雅彦

西田泰伸・服部 元

藤木 淳・水野秀之

皆川明洋・牟田英正

望月貴裕・吉川大弘

ニュース委員会

委 員 長 酒井善則

幹 事 吉川信行・源田浩一

委 員 五十嵐 譲・石丸勝洋

井出 聡・大辻清太

加藤 隆・河島 整

川村卓也・鮫島清豪

曽我部靖志・高木幸一

西海聡子・長谷川英明

福田智恵・藤田 卓

三浦 周・山本由香里

吉川隆士

会誌に対する御意見をお寄せ下さい．

http : //www.ieice.org/jpn/books/

kaishiiken.html

Ⓒ電子情報通信学会 Ó§¦¦本誌に掲載されたすべての記事の著作権は㈳電子情報通信学会に帰属します．

解説

¨ß° オープンイノベーション時代における産学連携 池川隆司

効率的な研究開発を目指した組織同士の「知」の融合

¨ß½ 人の目と等価な分光感度を持つカメラとその応用 加藤 誠 下平美文

遠くの景色を，あるがままに

¨±¨ MRIに基づく音声生成の研究手法の概要 竹本浩典 北村達也

あなたも最新の撮像法を試してみよう

講座

¨½¦ 新たな時代に対応した移動体通信電波伝搬技術［Ⅱ］

──電波到来角度プロファイルモデル── 藤井輝也

空間信号処理受信技術を支える伝搬モデルとは？

学生／教養のページ

¨½ß ソフトセンサ──プロセス産業で活躍する仮想計測技術── 加納 学

製品品質の向上とコスト低減の両立を目指して

ニュース解説
¨½½ 銅製マイクロバンプの常温接合に成功──三次元集積回路に新技術──

学生会報告
¼§¦ 平成 ÓÓ 年度学生会事業報告

¼¦» 平成 ÓÓ 年度事業報告・同決算

¼»¦ 平成 Ó° 年度事業計画・同予算

¼¨» 電子情報通信学会編集室


